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時闘を 5 時間要求する者が93.8~ぢおり， 4， 3時間を要求
するものは，わずかに 6.3%しかいなかった.第二種住
居専用地域@住居地域においても同様の傾向が見られ
た.乙れより居住環境に必要な臼照時闘を 5時間と考え
ている者が多いと考えられる圃一万，近隣商業地域，商
業地域，準工業・工業地域では，その地域の用途上の性
格から 5時間日照を考える者が減わ近隣商業地域，商
業地域，準工業・工業地域のj頃に多くの日照時聞を考え
る者が少佐くなる傾向が見られた.
建築家に協力を求める時の佳民の期待は，専門的な知
識より，住民側の立場に立った協力を求める者が多く見
られた.また，最近の住民運動についても「当然」と考
える者が67.7%おり， I当然と思うが，都市の発展から
は好ましくないJI視野が視いJiゴネ得傾向が強L、」
と答えるものが殆どいなく注目したい.
3. 2.日照に関する住民と建築関係者の志向性につい
て
以上，今回の調査結果をもとに，一般住民の日照問題
への認識度・志向性について考察したが，ここで前回報
告した建築関係者の場合の結果と比較すると，両者には
次の様な違いが見られた.
日照に関する関心度においては，建築関係者の場合が
活動地域との関係が強いのに反し，一般住民では，地域
よりマスコミ等による影響が強く働いていることが伺え
た.
また.日照規制の万式iこ関しては，建築関係者の「基
準値を設けるJ79.8%， I住民の同意、を得るJ9.4%に
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対して，住民の場合はそれぞれ39.1勿， 29.8~ぢで立場に
よる違いがはっきり見られた.同様の傾向は，臼照に関
する住民運動への考えにも見られ，一般住民の「当然」
62.2%に対し，建築関係者の場合では， i当然Jが19.2
%と減り「コネ得傾向が強い」が41.4%と非常に多くな
る違いが伺えたー
その他，建築家の法律依存への批判，近隣商業地域，
商業地域，準工業・工業地域の日照時間要求などに違い
が見られた.
4. おわりに
前報の建築関係者の場合に引き続き，住民の日照l乙関
する認識度と志向性について報告した.今回の調査か
ら，日照権に関する諸問題が表面化して，僅か4，5年に
もかかわらず住民の関心が強く生活環境悪化への危機感
が相当大きいものと考えられる.対処の方法としては，
法規制を望む反面，一律の規制と共に住民の意見が反映
できる事を強く望んでいることが伺えた.
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